
平成27年度　学校評価書
１　教育目標

２　本年度の重点目標

学校名　兵庫教育大学附属中学校

（重点２）中学校としての魅力
１　学級・学年経営の充実
○学年経営の基本方針を明確にし、職員相互の「報・連・相」機能を高めることで各教員の力を結集し、学年経営を充実させる。
○学級を三つの間（時間・空間・仲間）が心地よく、居心地がよくて所属感が感じられる場にすることでいじめの根絶、不登校０を目指す。
○保護者と連携を密にする工夫（通信やＨＰなど）をし、共に育てるという気運を高めることで支援を得る。
２　心つながる生徒指導の充実
○問題行動の未然防止・早期発見・早期解決を目指すため、迅速な報告・連絡・相談（報・連・相）の日常化と教員の連携による協同指導体制を敷く。
○定期的に生徒指導部会を開催し、情報の交換と共有を行うことで、学年を越えて全教員が関わる。
○スクールカウンセラーを活用し、養護教諭と担任との連携を強めてこころの健康を図る。
○生徒理解を深め、心の結びつきを基調とした指導により生徒自身の自己指導能力を高める。
○生徒間相互の望ましい人間関係の構築を図る工夫として、エンカウンター、ピアサポートなどの手法を効果的に取り入れる。
○ネットパトロールの取組を継続し、情報モラルを高め、情報を正しく活用することができるようにする。
○小中及び地域、関係機関と密な連携を図り、協力関係を構築する。
３　進路指導の充実
○学年段階に応じた計画的、組織的かつ継続的な進路指導をキャリア教育、アントレプレナー教育の視点から企画・実践し、基礎的・汎用的能力を高めるとともに、社会的自立を促す指導に努める。
○進路指導資料の整理とその効果的な活用を図る。
○教師と生徒の信頼関係を深めるキャリアカウンセリングを実施する。
４　特別支援教育の充実
○日常の授業における教師の「指示の出し方」「声のかけ方」「説明の仕方・話し方」「立ち位置や板書の仕方」など、授業力・授業スキルに関する点検を行い、資質向上に努める。
○短期指導計画、中長期指導計画を策定し、指導の充実を図るとともに、指導記録を引き継げるようにする。
５　特別活動の充実
○リーダーシップの育成と、感動と連帯感のある学校行事にするため、学校行事を精選し、ＰＤＣＡサイクルにより行事のマンネリ化を防ぎ、内容の充実を図る。
○生徒が主体的に取り組み、学校文化を創り上げる生徒会活動にするため、日常的な専門部の活動を充実させるとともに、生徒会役員の資質向上を図る。「はじめに子どもありき」
○キャリア総合選択授業及びアントレプレナー教育を推進し、社会的自立に必要な能力を育成するとともに、地域を愛し地域に貢献しようとする生徒の育成を図る。
６　保健・安全指導の充実
○自転車通学や公共交通機関利用の通学者への交通安全指導を実施する。
○避難訓練等の防災教育の充実を図るとともに、避難所運営の知識を得て、機能の充実を図る。
○生活アンケート等を活用し、基本的な生活習慣の育成、食育の推進を図る。
○不審者、学校事故、熱中症、インフルエンザなどへの注意喚起と関係機関と連携した迅速な指導・対応を図る。また、心肺蘇生法やＡＥＤの扱いに慣れるための研修を行う。

（重点３）附属学校としての魅力
１　学部・院との連携強化（実地教育を主として）
○実地教育について指導方針を共通理解し、計画的な実習が行えるよう指導・評価を工夫する。
○実地教育指導者として、自身の指導力、資質の向上を図る。
○学部生や院生との共同研究を意識し、教科における専門知識・指導技術の向上を目指す。
２　教育環境・生活環境の整備
○安全で安心な学校施設・設備の整備・修繕を行う（おやじの会、ＰＴＡ環境部他の協力を仰ぐ）
○教室掲示、廊下掲示、玄関掲示など、学習に適した校内環境の整備を行う。
○清掃活動を徹底し、美しい学校にすることで、心も磨く。
３　地域・保護者・附属学校園との連携
○学校支援ボランティア本部事業の見直しとコーディネーターの養成を図り、開かれた学校で保護者の姿が見える学校を目指す。
○学習支援ボランティアの組織化により、生徒への支援を計画的・継続的に行う。
○三附属校園連携会議を各教科の共同研究の場として位置づけ、小中の連続した教育課程・指導計画づくり、系統的なカリキュラムづくりを視野に入れた活動にする。
４　学校自己評価、学校関係者評価の活用
○大学の中期計画に学校自己評価・学校関係者評価を反映し、附属中学校としての在り方を追求する。
○教職員としての使命感と高い倫理観を持ちながら、豊かな人間性の涵養に努め、専門性と実践的指導力の向上を目指し、研究と修養に努める。
○説明責任と報告を随時行ない、ＰＤＣＡサイクルによる学校評価（自己評価及び学校関係者評価）を行う。
○保護者アンケート、生徒アンケートを実施し、実態を把握して指導に結びつける。
５　大学教員との共同研究の実施
○大学と連携し、中学校教育の実証的研究、指導法の研究を協同して行う。

　本校の性格と任務
（１）学校教育法の定めるところにより、義務教育学校として、中等普通教育を行う。
（２）大学と連携し、中学校教育の実証的研究並びに教員養成に関わる実習・実地教育校として実習指導と指導法の研究を協同して行う。
（３）大学・公立学校の研究協力校並びに国の研究推進モデル校として教育研究機関と連携し、教育と文化の振興と発展に寄与する。

　目指す生徒像
○ 生命を大切にし、自他の人格を尊重し合う生徒
○ ものごとを真剣に考え、進んで行動する生徒
○ 心身を鍛え、強い意志と体力をもつ生徒
○ 豊かに感じる心をもち、表現できる生徒
○ たがいに信頼し、共に助け合い磨き合う生徒
○ 社会的自立を目指し、自己の能力や創造性を伸ばす生徒
○ 社会に積極的に、奉仕する生徒

＜表の見方について＞
・本年度の重点目標は、本年度４月に掲げた教育活動における本校の重点目標の内容です。
・自己評価結果の左端は、重点項目・評価観点・評価項目（取組内容）を示しています。
・「２3年度」「２4年度」「25年度」「26年度」の「評価」「2７年度　改善の方策」は、昨年度の学校評価書の内
容です。
・「２7年度の取組達成の状況」「27年度評価」「28年度　改善の方策」は、「27年度　改善の方策」を受けて本年
度に本校が取り組んだ内容とその評価、そして、来年度へ向けた改善の方策を示しています。
・「２3年度」「２4年度」「25年度」「26年度」の「評価」は、点数標記しています。

（重点１）研究学校としての魅力
１　研究・研修の充実
○組織として「ねらい」をもった研究体制を確立し、全教員による研究授業と教師が元気になる授業研究会により研究を推進させる。
○研究発表会を充実させ、集客を狙い、研究内容を広く周知する。１１月７日（土）研究発表会予定
○大学、神戸市及び地域の公立学校との連携を図り、共同研究や研究交流を一層推進する。
○校内研修を充実させ、理論に基づく研究推進ができる基幹づくりを行う。
○各教科、教科外活動に大学から指導者を招き、継続的に指導を受けることで内容の充実を図る。
○各自が研究テーマを持ち、指導能力の向上を目指して文科省や国研などに積極的に応募する。
２　授業の充実（キーワードは「自分の考えを持たせる」）
○「確かな学力」の定着に向けて、授業改善・授業内容の質的向上を図る。
○「家庭学習の手引き」を活用し、定期的な指導により授業規律の定着と家庭学習の充実を図る。
○「自分の考え」を持たせ、協働学習の場面を構成して、効果的な言語活動のある学び合いを展開する。
○国語科との連携を図りながら教科のねらいを達成する言語活動を授業に取り入れ、国語力の育成を図る。
○ICT機材を積極的に活用し、時間を有効に使って思考を深める活動を推進する。
３　道徳・人権教育の充実
○道徳的実践力を高め、人権感覚を身につける授業を全教育課程に位置づけて実施する。
○35時間を確保し教科横断的に実施することで、学んだことの拡がり効果を高める。
○人間としてよりよく生きるための基本的な心構えや行動・態度を学ばせる。（命の尊さ・自尊感情・思いやりの心・逆境に負けない強い心の育成　など）
○人権スキルを身につけさせる活動を工夫し、互いを認め合い、いじめのない学級・学年づくりを進める。



重点
項目

評価
観点

評価項目（取組内容） 評価 評価 評価 評価 評価

研究・研修体制の確立 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

研究・研修体制を確立し、研究授
業や職員研究会の充実を図り、
日々の実践等の分析や評価を行い
「必然性、納得性、実践可能性」
を満たす具体的な研修を進める。

2.8 3.0 3.0 2.9 2.7

○研究テーマ「ユニバーサルデザインの考え方を取り入れてたわか
りやすく、やりがいのある授業づくり」の2年次となり、「知的充実
感」と「関係的充実感」の２つに着目し、「学び合い」の中で「や
りがい」を育む授業づくりの研究に取り組んだ。
○教科ごとに、これまでの「可視化」やICT活用に加え「やりがい」
を育む工夫を加えた授業を行った。
○「やりがい」の捉え方、「知的充実感」「関係的充実感」の共通
理解が十分に図れなかった。

○職員研究会、研修会、研究授業を計画的に行い、職員が協力して
研究に取り組む機会を増やすことを通して、研究内容の深まりと共
通理解を図る。
○ユニバーサルデザインについての先行研究に学び、本校に適した
ユニバーサルデザインと教科に共通したユニバーサルデザインのあ
り方を探る。
○評価について、「ユニバーサルデザインの視点から、何をどのよ
うに評価するか」共通理解を図る。

○ユニバーサルデザインについて、共通理解を深め、授業内容にお
いて全ての教科で共通した取組みを進める。
○学校全体での研究と各教科における研究の体制を整えると共に大
学との連携を強化し、研究が組織的に行われるようにする。
○ICTをユニバーサルデザインの一つとして効果的な利用を図る。

研究発表 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

研究発表会での出会いを大切にし
各地の実践の情報を共有するな
ど、研究の拡がりを意識した手立
てを工夫する。研究発表会を開催
し、教育研究の成果を公開発表す
る。

3.0 3.3 2.9 3.1 2.9

○授業研究会では、各教科での取り組みを紹介し参加者と意見交流
を行うなど、教科におけるユニバーサルデザインや授業の工夫につ
いて考えを深めることができた。一方、協議内容、協議時間、授業
研究会の進め方など改善を要することも見られた。
○県内・県外からの参加者があったが、近隣地域からの参加者が少
なく、研究成果の共有や情報交換、地域への還元が十分できなかっ
た。
○講演会では、ユニバーサルデザインについて多くの具体的な示唆
を受け、参加者にも好評を得た。

○市・地域・県レベルの研究組織と繋がりをもつなど、共同研究や
他校の研究発表会への参加を進め、研究・研修の機会を増やすとと
もに研究内容を深められるようにする。
○教科の研究協議会の持ち方を統一し、公開授業の内容だけでな
く、研究協議のテーマについて参加者と深く意見を交流できるよう
にする。また、指導助言のあり方、時間の持ち方など改善を図る。

○研究発表会の内容、研究協議のテーマ、助言者などを早めに決定
し、年間を通して研究を進め、その一端を発表とするように取り組
む。
○研究発表会の運営に、大学での共同研究者、公立学校の教員、
PTAなど多くの人々の協力を得るようにし、本校の教員が授業や研
究協議に専念できるようにする。

「確かな学力」の定着 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

生徒の学習の達成状況を把握して
生徒の学習における興味・関心を
引き出せるよう授業改善・授業内
容を改善し、基礎的基本的な学力
及び知識・技能の定着を図る。

3.1 3.1 2.9 3.0 2.9

○導入時に興味・関心を高めるような課題や何をどのように学ぶの
かがわかるような学習の見通しを示すことができた。
○生徒のニーズに応じたワークシートを作成したり、ICTを活用した
授業を行うことで、わかりやすい授業づくりを行った。

○生徒が授業のめあてを理解し、「何をするのか」「何を考えれば
いいのか」「どんな方法で取り組めばいいのか」がわかるように授
業の見通しをもたせる。
○結果として「何をどのように学んだのか」を振り返る活動を取り
入れ、メタ認知能力を育成する。

○ワークシートを工夫したり、ノート指導を充実させたりするな
ど、個に応じた具体的な実践をとおして、学力の定着を図る。
○単元の目標、学習課題、学習計画を事前に生徒に明確に示し、授
業後には単元で身につけた力を振り返ることをとおして確かな学力
を身につけさせる。

家庭学習の指導 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

家庭学習の手引きなどを活用し
て、授業に生かす家庭学習の視点
から課題を出し、適切に評価する
ことで学習意欲を高め、家庭学習
の定着を図る。

2.8 2.7 2.6 2.6 2.7

○効果的な予習や復習の方法、よいノートの取り方などを教え、家
庭学習で生かせるように指導した。
○家庭で取り組めるように定期的に課題を出し、家庭での学習習慣
が定着するように指導した。

○家庭で取り組める適切な課題を設定し、確実に行うように指導す
る。
○家庭学習が定着しない生徒に対して、具体的な取組方法を伝える
など、個別に支援をすすめる。

○個に応じた課題、自分の力で意欲的に取り組める課題を工夫して
出すなど、細やかな指導を行う。
○個々の家庭学習の状況を把握し、保護者と連携して家庭での学習
習慣が確実に定着するように働きかける。

「思考力・判断力」の育成 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

体験的、問題解決的な学習を取り
入れ、協働学習場面を構成して、
コミュニケーションによる思考を
育む授業を行い、主体的に学びを
深める生徒の育成に努める。

3.1 3.2 3.1 3.0 2.9

○考えをまとめる活動を多数取り入れ、生徒同士のコミュニケー
ションによる思考を育む授業になるよう取り組んだ。
○ペアやグループ活動を積極的に取り入れ、様々な意見の交流をと
おして課題を解決する授業を行った。

○グループ活動を重視し、課題の発見と解決に向けて主体的･協働的
に学ぶ学習法であるアクティブラーニングについて研究を深め、実
践する。
○単元で重点的につけたい力を明確にし、つけたい力を育成するた
めの最適な活動を取り入れるなど、工夫した単元構成を行う。

○様々な意見が出る課題を設定し、グループの話し合いを活性化さ
せることで、思考力・判断力・表現力を育成する。
○すべての教科で対応できるような話し合いのルールを定着させ
る。

言語能力の育成 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

各教科の単元・授業のねらいを達
成するために効果的な言語活動を
取り入れ、国語科と連携して生徒
の言語能力の向上を図る。

3.2 3.3 2.9 3.0 2.9

○ペア・グループ・クラスの中で話し合い活動を取り入れ、考えや
理由を自分の言葉で説明する場面をつくった。
○ノートやワークシートなどに書く活動を取り入れ、自分の考えや
学習したことをまとめさせた。
○国語科との連携を十分に取ることができなかった。

○話し合いの場面では、単に自分の考えを伝えたり、相手の意見を
聞いたりするだけにとどまらず、互いの考えを伝え合い、深め合う
活動を行う。
○書く場面では、思考・判断した結果をまとめるだけでなく、自分
の思考の足跡も振り返らせる。
○根拠を明確に述べたり、討論を深めたりする指導方法を、国語科
の授業を公開するなどの機会を使って研修する。

○国語科を中心にすべての教科で連携をとり、論理モデルを使って
根拠を述べさせたり、討論で効果があがる話型を使って発言させた
りする機会を増やす。

ICTの活用 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

ICT機器を活用した効果的・効率
的な授業により、思考の可視化を
図り、生徒の学習意欲の向上、学
力の定着、教科に対する興味関心
の向上に努める。

3.2 3.4 2.9 3.3 3.0

○教員がノートパソコンやタブレット端末を授業で活用するように
なり、授業のICT化が進んできている。特に教材の提示、生徒のノー
トや作品の提示、ビデオなど視覚化（可視化）を取り入れた授業実
践を行った。
○教師の研究授業、授業参観、情報交換など、ICT活用についての共
同研究や情報交流においては機会が少なく改善が必要である。

○生徒のICT活用を進めていく。
○ICTを活用した授業の工夫について、授業交流を活発に行いお互い
の技術向上を図る。
○教員の使用する情報機器や教室設置の機器を改善し、ICTを活用し
やすい環境を整える。

○どの場面でどのように使用するかということを深めていきたい。
○有効な活用法を検討しながら、活用場面等を増やしていく。
○教師のプレゼンテーションだけでなく、生徒がプレゼンテーショ
ンを活用した授業にも取り組みたい。

道徳教育 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

体験的・実践的活動を生かし、生
徒の道徳性の涵養に努め、道徳的
実践力を育成する。

2.6 2.9 2.8 2.7 2.9

○年間指導計画に基づき、生徒の実態に応じた教材を選んで授業を
すすめることができた。
○毎週の道徳の授業に向けて、学年で教材研究や指導案の検討を
行った。

○授業参観や研究発表会で道徳の授業を公開し、家庭や地域の人々
に理解と協力を得られるように取り組む。
○「特別の教科　道徳」の趣旨・内容を踏まえた研修を行い、教師
の授業力を高める。

○学年での指導略案の検討や発問の検討など、学年集団の共通理解
を図り授業に臨めるようにしたい。
○授業を中心に、日常生活での取組、実践力を重視した指導に努め
る。
○授業研究を計画的に実施する。

人権教育 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

いじめは重大な人権侵害であるこ
とを理解させ、仲間づくりを進め
る中で、互いの存在に敬意を払え
る関係を構築し、人権感覚の備
わった生徒を育成する。

2.8 3.1 3.0 2.8 2.8

○様々な機会を捉え、いじめは重大な人権侵害であることを理解さ
せ、自尊感情を高めたり、相手をおもいやる心を育てたりした。
○いじめアンケートの結果や生徒の言動に十分に気をつけて、早期
対応できるように努めた。

○人権教育の年間指導計画を見直し、各教科や総合的な学習の時間
等、教育活動全体を通して取り組むようにする。
○いじめ、インターネットによる人権侵害等、今日的な人権課題に
ついての研修を深め、指導力を向上させる。

○人権意識を高めるような機会を授業でも、日頃の生活の中でも持
てるように工夫する。
○外部機関との連携を図り、ネットいじめについての情報教育を
行っていく。

３　自己評価結果 ※　評価は４点満点　　　４ 達成している　 ３ 概ね達成している　 ２ あまり達成していない　 １ 達成していない
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◯評価は概ね適切である。
・研究校としての成果を、様々な場面・ツールで広く発信することを期待する。
・より一層の学力の定着・向上を目指すため、ＩＣＴ機器の活用、学び合いの充実を期待する。
・支援の必要な生徒や学習につまずきを感じている生徒が存在しており、全ての生徒の学力定着にむけての方策を期待する。
・生徒の発達段階やニーズ、社会の状況や流れを踏まえ、道徳教育・人権教育についても先行的研究実践を期待する。
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学校自己評価結果及び改善の方策の適切さ
についての評価



重点
項目

評価
観点

評価項目（取組内容） 評価 評価 評価 評価 評価

学年経営 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

学年経営の基本方針を明確にし、
相互理解に努め、連携して職務に
取り組むとともに、他学年との情
報共有に努めて指導の一貫性を保
つ。

3.5 3.5 3.5 3.3 3.0

○学年経営の基本方針を明確にし、相互理解に努め、連携して職務
に取り組めた。また、他学年との情報共有に努め、指導の一貫性も
保てていた。
○朝の職員打ち合わせなど、ネットワークを使って職員間の共通理
解を図ることができた。

○情報交換をより密に持ち、生徒へ向き合う体制づくりを今後も継
続して進めていく。
○各種委員会での審議内容を、職朝記録のように共通理解できる
フォルダを作って活用する。

○各種委員会での審議内容を共通理解できるように、ファイルの回
覧など何らかの手立てが必要である。
○情報交換をより密に持ち、共通して生徒に向き合う体制づくりを
今後も継続して進めていく。

学級経営 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

集団活動・生活をする際のルール
が学級内に定着することやふれあ
いのある本音の感情交流がある状
態をつくることで、互いを認め合
い、一人ひとりにとっての居場所
となる学級づくりに取組む。
互いを認め合う風土をつくり、ど
の生徒にも居場所としての、三つ
の間【時間、空間、仲間】がある
学級経営に努力する。

3.2 3.2 2.9 3.0 2.8

○学級担任を中心に、座席や掲示物を配慮し、学習環境を整えるこ
とによって、生徒自身が居場所のある学級づくりができた。
○毎日の学習設計の提出により、生徒一人一人の内面理解に努める
ことができた。

○学級内ルールの定着に努める一方で、人として当然身につけなけ
ればならない規範意識が自主的に育つように働きかける。
○Ｑ－Ｕを活用して、居心地の良い学級づくりについて情報収集を
行うと同時に、トラブルを未然に防止する。

○安心して学級で過ごせるように、学級内ではルールを明確化する
など規律ある生活ができるように指導するとともに、一人ひとりが
本音で話し合える機会を作る。
○学級内の生活について、学習設計や教育相談を活用して把握に努
め、担任を中心に学級内のトラブルを未然に防ぐ取り組みを進め
る。

保護者との連携 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

学年便り、学級便り、学級懇談、
ＰＴＡ活動等を通じて、保護者と
の連携を深め、保護者が積極的に
参画できるように努める。

3.3 3.2 3.1 3.1 3.0

○学級通信、ホームページ、ミマモルメなどを使って、生徒の活動
の様子を保護者に伝えるようにした。
○PTA役員を中心にPTA改革が進み、円滑にPTA活動ができるよう
になった。
○学年懇談会をとおして、保護者と連携を密に取り、理解と協力が
得られた。

○学校・学年便りや学級通信を充実させ、学校が行っている教育活
動や生徒の学校生活の様子を理解していただく。
○学年懇談会や個人懇談会などをとおして、家庭との情報交換を密
にするとともに、保護者の思いをしっかりと聞き、受け止める。

○学年便り・学級通信をとおして学校での様子、活動の目的、生徒
の成長を伝えていく。
○学校便りやホームページを充実させ、学校の情報をできるだけ発
信する。

生徒指導方針の共有と指導体制 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

全教職員の共通理解のもと問題行
動の未然防止・早期発見・早期解
決に努め、問題行動に迅速かつ一
貫した指導に当たる。

* * 3.0 2.9 3.0

○生徒指導委員会を中心に、生徒の様子や指導方針などの情報を共
有し、指導に当たることができた。
○職朝での連絡や回覧等を通じて、共通理解に努めることができ
た。

○定例の生徒指導部会について、月曜日が休みの時には、火曜日に
行うようにするとともに、必要があれば臨時的に会を設けるように
する。
○職朝メモや回覧等で、全職員での共通理解のもとで生徒指導にあ
たるように心がける。

○定例の生徒指導部会がとれなかったときも、必要によって臨時で
行うようにする。
○教育活動全般を通して、全職員が共通理解のもとで生徒指導にあ
たるように心がける。

生徒指導（内面的理解・共感） 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

一人一人の生徒の内面を共感的に
理解し、人間的ふれ合いに基づい
た指導を継続するとともに、ス
クールカウンセラー等を効果的に
機能させながら、生徒間相互の望
ましい人間関係の構築に努める。

3.3 3.0 3.1 3.2 2.8

○いじめアンケートやＱ－Ｕを実施し、生徒の実態把握に努めた
が、その活用については、職員研修等が十分ではなかった。
○スクールカウンセラーなどの専門的な知識を活用して指導するこ
とができた。
○教育相談や学習設計の提出により、生徒の内面理解に努めた。

○いじめアンケートやＱ－Ｕ等についての研修を行い、結果の活用
についても計画を立てて実施する。
○教育活動の様々な場面を通じて、生徒の内面理解に努め、それに
もとづく生徒指導を心がけるとともに、問題行動やいじめの未然防
止に努める。
○兵庫教育大学教員を講師として招き、生徒理解について職員研修
を行う。

○カウンセリングウィークを時間の持ち方等を改善しながら、実施
していく。
○いじめアンケート等を行い、それを活用しながら、未然防止に努
める。
○様々な場面で生徒理解に努めながら、指導すべき点は厳格に指導
する。

生徒指導（規範意識・態度） 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

学校や社会でのルールやマナーに
ついて、全教職員が自ら範を示す
とともに共通理解のもとで生徒の
規範意識の向上に努める。

3.1 2.9 2.9 2.9 2.8

○生徒会が中心となって、ネット・ＳＮＳに関する規約を作ること
ができた。
○ルールやマナーについて、全教職員が共通理解をしているはずだ
が、一致した指導まで十分できていなかった。

○いじめ、性教育、薬物、情報モラル等、生徒指導にかかわる様々
な問題について、職員研修を行う。
○挨拶や言葉づかい、物を大切に扱うことなどの指導を徹底する。
○日常生活に関するルールやマナーについて、職員が行動で手本を
示す。

○生徒会の活動を教師が支援できるように共通理解する。
○挨拶や言葉づかい等の指導を徹底させる。
○どのような力をつけさせたいか、学校が全体として明確にし、全
職員で共通理解のもとで動くようにする。

情報教育 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

教育機器の利用について、正しい
知識と技術を習得させるととも
に、ルールやマナーなど情報社会
に生きる上で身につけておくべき
態度を育成する。

2.9 3.3 2.7 2.8 2.5

○情報機器の利用については、ICT活用が進み教師生徒とも知識や技
術が向上し、総合学習や文化祭などで生徒がプレゼンテーションを
行うことが増えた。
○携帯電話やインターネットの利用の危険性については、専門家の
講演を聞くなどの機会を通して認識が高まった。一方、情報モラル
に関しては、技術の授業、道徳、生徒会の活動等を通して指導を
行っているが、ＳＮＳを使った生徒間のトラブルも多くなっている
など十分ではない。

○教育機器の活用については教員研修会や授業交流を通して技術の
向上を図る。また、生徒の活用については、通常授業での活用を図
る。
○情報活用能力と情報モラルについては、学級活動、道徳、総合な
どを通して計画的・体系的に指導を行う。
○携帯電話やインターネット、SNS利用については、生徒会などを
通して、生徒が自ら望ましい使い方を考え、生徒同士が共通理解を
図る取り組みを進める。

○情報モラルに関して、幼、小、中で連続したカリキュラムの作成
を今年度から始めることにしたので、それを活用していきたい。
○情報モラルの徹底をあらゆる機会を通じて行っていく。
○定期的に話を繰り返すことで意識の浸透を図る。

キャリア教育 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

発達に応じた課題を用意し、キャ
リア総合選択授業やアントレプレ
ナー教育を軸として生徒のコミュ
ニケーション力、人間関係形成
力、リーダーシップ、課題対応能
力等を鍛え、社会的自立に必要な
力を育てる。

2.8 3.3 3.2 3.2 3.1

○アントレプレナー教育を軸としたキャリアー教育では、コミュニ
ケーション力、人間関係形成力、リーダーシップ、課題対応能力等
を育てることができた。
○ものづくり大学校やキッザニア甲子園に参加し、実践を通して自
分の将来や職業について考える機会が持てた。
○キャリア選択授業では、大学の先生方との連携により、新しい分
野に取り組む機会を得た。

○３年間のアントレプレナー教育の取り組みを、改良しながらさら
に統括的に進めていく。
○キャリア選択授業の全校発表やアントレプレナーの学年発表が充
実するように工夫した指導をする。
○他学年との異年齢交流の意義を認識し、上学年のリーダーシップ
が発揮しやすい環境を整備する。

○キャリア選択授業では、他学年との学び合いを充実させるという
点で、場所や音響、人数など課題が残されている。
○キャリア発達を促す教科として、自己評価と3年間の成果のはかり
方を研究する必要がある。

特別支援教育の推進 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

特別支援教育についての理解が深
まり、全教職員の共通理解のも
と、合理的な支援を行い、ユニ
バーサルデザインの授業づくりに
努める。

* * 2.8 2.8 2.7

○わかりやすい授業作りのためのワークシートを工夫し、指示を明
確に出すよう心掛けた。
○ユニバーサルデザインの授業づくりの共通理解や情報の共有など
の研修にやや課題が残った。
○生徒へのわかりやすさ、複雑でない授業活動を意識し、板書の工
夫や活動内容に注意を払った。興味関心を深める課題も導入するよ
うに心がけた。

○各教科の取り組みの成果を、全教職員で共通理解する機会を増や
す。
○生徒個々の手立てについて、大学の先生方と交流をさらに深め
る。

○全学年、各教科での支援の方法の共通理解を図り、学校全体で共
通した支援計画作りを進めていく必要がある。
○特別支援教育の取り組みにおいて、Plan（計画）→ Do（実行）
→Ｃheck（評価）→ Act（改善）の 4 段階を繰り返す必要があ
る。

特別支援教育の支援体制 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

個々の課題に応じた個別指導計画
を作成し、大学の先生方と連携を
密にして、適切な指導に向けた実
践研究を進めている。

* * 3.0 2.7 2.5

○大学と中学校との連携が図れ、生徒支援について多くの助言を頂
き、教育効果が得られた。また保護者対応についても見直すことが
できた。
○個別の指導が概ねできた。

○大学との連携をさらに強めるとともに、医療機関など外部資源を
有効に活用する。
○支援の必要な生徒のファイルを活用し、取り組みの成果を共有し
ながら、効果的な指導を行う。

○早い段階で生徒の支援ニーズを的確に把握して、大学の先生の指
導を元に支援を行える体制作りが必要である。
○保護者から家庭の情報や協力を得るためにも、保護者との連絡を
密にする必要がある。
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重点
項目

評価
観点

評価項目（取組内容） 評価 評価 評価 評価 評価

特別活動・学校行事 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

生徒会を中心に生徒一人一人が主
体的に取り組めるよう計画し、自
主的・実践的な態度を育てるとと
もに、学級、学年、縦割りグルー
プ、全校などの様々な集団を構成
する中で、目標に向かって努力し
達成する喜びを味わわせる。

3.3 3.4 3.2 3.0 3.1

○体育祭や友嬉祭といった行事に、生徒の意見を取り入れられた。
○生徒会活動において、役務をもつ生徒を、自発的に助ける生徒の
姿が多く見られた。

○各専門部会の関連を整理し、全校生徒がより活発に動けるような
生徒会活動にする。
○生徒自身が主体的に企画運営できるような学校行事を作る。
○学校行事だけでなく、日頃の学校生活の中での生徒会活動を充実
させるための方策をとる。

○生徒自身が主体的に取り組める内容を吟味・検討して実践する。
○生徒会役員を中心に学年での意識を高める機会を作る。
○生徒会、厚生部の活動を充実させ、食育ともかね合わせた内容を
探って行きたい。
○学校行事だけでなく、日頃の学校生活の中での生徒会活動を充実
させるための方策をとる。

防災教育 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

附属学校園における安全確保及び
安全管理の手引きに基づいた訓練
や学習を実施し、常に防災意識を
高めておくとともに、非常時にお
いて「生き抜く」ための知識と技
能を身につけさせる。

3.0 2.7 2.8 2.8 2.7

○計画的に避難訓練を実施できた。しかし、緊急時の対応、教職員
の日頃の危機管理意識をさらに高める必要がある。
○防災教育で、自らの生命を大切にして守る意識が高まった。
○「いつ」「どこで」、何が起きても大丈夫な対応力を全校集会
（防災教育）で考えさせることができた。

○危機管理マニュアルを教職員に徹底させ、緊急時の教員の対応体
制や安全確保ができるように訓練する。
○防災教育推進計画に基づき、各教科・道徳・特活・総合などで指
導を充実させる。

○防災訓練では、教員自らが範を示し、その意義を生徒にしっかり
と理解させる。
○日頃から危機管理対応マニュアルを熟知させる。

食育・給食指導 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

望ましい食習慣を身につけ、健康
な食生活を送るための指導を、計
画的に行う。

* * 2.5 2.7 2.8

○担任を中心に残食を出さないように協力し合って配膳し、アレル
ギーの生徒を配慮しながら、苦手な物でも食べられるように指導し
た。
○保健便りや給食便り、家庭科の授業を通して、中学生の時期の栄
養について理解を深める機会を持った。

○食育の一環としての給食であり、家庭での食習慣についても、注
意を促す。
○残乳残食の実態を給食便り等で定期的に保護者に知らせ、家庭で
の協力も要請する。
○ふるさと給食等、給食の意義を理解させる。

○ふるさと給食の意義や望ましいマナーなどについて、啓蒙活動を
行い、給食についての理解を深める。
○残乳、残食を数値で示すなど、減らす工夫をする必要がある。

健康・安全教育 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

一人一人の健康・安全に配慮し、
保護者や学校医とも連携を図りな
がら健康教育を推進するととも
に、災害発生時にもリスクを最小
限にとどめる指導を行う。

3.2 2.7 2.8 2.8 2.9

○保護者や学校医とも連携を図りながら健康教育を推進することが
できている。
○厚生部を中心に、生徒自らの力で健康・安全について考えさせる
ことができた。また、手洗い・うがいなどの呼びかけもできた。

○養護教諭が出張などで不在の時に代替を入れるように働きかけ
る。
○日常的に健康安全指導を行うとともに、生徒を対象にした救急救
命講習を行う。
○教職員を対象にした危機管理対応の訓練を行う。ＡＥＤの使い方
やけがの対応、アナフィラキシ－や様々な対応の仕方を研修し、実
践力を強化する。

○日常的に健康安全指導を行うとともに、救急救命講習を充実させ
る。

実地教育（教育実習） 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

ともに研究を進める意識を持ち、
自身の資質向上を図ることで質の
高い実地教育が行えるよう努力
し、実習生に基本的な知識と技能
の習得と教職への理解を図り、教
師に必要な素養を高める指導を行
う。

2.6 3.3 3.0 3.1 3.1
○概ね実習生の実習態度がよく、熱心に取り組んでいた。
○実習生との打ち合わせに十分時間を取り、丁寧な指導が出来た。

○大学とも連携して実習の心構えを事前に指導する。
○実習ノートの書き方も含め、実習生との会議の持ち方などの教師
同士の共通理解を図る。

○大学と連携して取り組むと共に、校内でも全体の共通理解を徹底
させる。

施設・設備 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

施設・設備の定期点検と拡充を行
い、校内の安全を確保すると共
に、教育効果を高めていけるよう
教育環境の整備に努める。

3.1 2.9 2.6 2.8 2.9

○昨年度にトイレ・黒板が改修され、本年度はエアコンが設置さ
れ、教育環境が改善された。
○老朽化による施設や設備の破損箇所等があれば、大学と連携して
早急に対応できるように取り組んだ。

○学期に１回（4月、9月、1月）定期設備点検を行い、補修の必要
な場合は、速やかに修繕する。
○教職員と生徒が協力して、節電節約に努める。

○日頃から定期点検を実施し、施設・設備が充実した環境づくりに
取り組む。

大学・附属学校園間の連携 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

附属学校運営委員会での方向性を
もとに、大学及び附属学校園間の
連携を深め、子どもの発達段階に
応じた効果的な教育活動をめざ
す。

3.0 2.8 2.9 2.8 2.5

○概ね三附属の幼稚園・小学校・中学校が連携して取り組めたが、
教科により交流が十分に深まらなかったところもある。
○大学との連携が年々深まり、共同研究や院生との交流が充実して
きている。

○幼・小・中の三附属の教員同士・児童生徒同士の交流が深まるよ
うに、授業や行事の交流を行う。
○子どもの発達段階に応じた教育課程を検討するため、協力して学
習面や生活面のアセスメントを行う。

○幼・小・中の連携を深め、特色のある取組ができるように努め
る。
○大学・三附属の連携にとどまらず、地域に対しても積極的に情報
を発信していく。

指導力の向上 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 ２７年度　取組達成の状況 ２８年度　改善の方策 ２７年度　改善の方策

専門的な知識や技能を磨くための
研修等に積極的に参加し、大学の
先生方との連携を密にしながら、
課題解決のための情報収集にも努
め、教師として指導力の向上を図
る。

2.8 3.3 2.9 3.2 2.6
○大学の先生と連携を図りながら、授業づくりに取り組んだり、校
外の研究会に参加することで、指導力を向上させることができた。

○顕著な研究を行った教員や興味深い研修に参加した教員を講師と
して、現場研修を行い、指導力を向上させる。

○研究会に参加した先生が、その内容を校内で交流する場を多く作
る。
○文科省や国研に積極的に応募して研究を深める。

全体としての評価について
◯自己評価の方法は概ね適切である。取組の継続により、自己評価が厳しくなるのは当然で、今後も高い意識での取組を期待する。
・前年度からの課題を明確にしながら、生徒・保護者へのアンケート結果を分析し細かく評価することで、評価の信頼性を高めている。
・アンケート結果に謙虚に向き合う姿勢が感じられる。今後もその姿勢を維持し、学校教育目標達成に向けて努力を続けて欲しい。

◯評価は概ね適切である。
・生徒指導、情報教育、人権教育等、様々な観点から、ネットいじめやネットトラブルについての学習が進められることを期待する。
・いじめ、ネットトラブル等については、学校の危機管理と捉えるとともに、行政や関係機関との連携を更に強める必要がある。
・登下校時の安全指導やマナー指導の推進が必要であると考える。
・学校内外での防犯・防災体制を構築するとともにし、近隣学校や地域・行政との連携推進を期待する。
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◯評価は概ね適切である。
・附属学校園間の連携を、さらに充実させることを期待する。
・生徒指導、安全・防災・防犯教育等、様々な場面で近隣学校や行政、地域との連携を深めることを期待する。
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学校自己評価結果及び改善の方策の適切さ
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